
西
南
学
院
１
０
０
周
年
事
業
推
進
室
の
所
蔵
資
料
に
、
西
南
学
院
中

等
部
作
成
の
『
学
院
沿
革
簿
』（
１
０
０
周
年
事
業
推
進
室
所
蔵
資
料

番
号
Ａ－

１２－

２－

６１

）
が
あ
る
。
す
で
に
『
西
南
学
院
七
十
年
史

上
巻
』（
２
４
１－

２
４
２
頁
）
に
「
学
院
沿
革
」
の
冒
頭
部
分
が
翻

刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
沿
革
簿
』
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。

学
院
の
歴
史
は
冒
頭
部
分
以
降
も
１
９
５
７（
昭
和
３２
）年
４
月
１
日
の

古
賀
武
夫
学
長
就
任
の
記
事
ま
で
継
続
し
て
記
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
後

述
す
る
が
、「
学
院
沿
革
」
の
ほ
か
に
「
学
院
位
置
并
ニ
設
備
」「
入
学

志
願
者
之
部
」「
職
員
之
部
」「
卒
業
生
之
部
」「
卒
業
生
其
他
ノ
寄
贈

品
之
部
」
の
学
院
の
諸
情
報
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、『
沿
革
簿
』
は
全

６
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
は
学
院
創
設
か
ら
の
歴
史
を
単
に
記
録
し
た
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
学
院
に
と
っ
て
何
が
特
記
す
べ
き
事
項
だ
っ
た
か
を
知
る
貴

重
な
資
料
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
現
在
、
百
年
史
編
纂
事
業
が
進
行
中

で
あ
る
が
、
当
活
動
の
前
史
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ゆ
え
『
沿
革
簿
』
を
全
文
翻
刻
す
る
こ
と
は
、
百
年
史
編
纂
委
員
会
の

今
後
の
活
動
に
と
っ
て
必
要
な
作
業
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
加
え

て
本
資
料
作
成
の
時
代
背
景
の
検
討
を
多
少
な
り
と
も
試
み
た
が
、
学

院
創
設
期
に
つ
い
て
の
理
解
を
進
め
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
書
誌
情
報
に
つ
い
て
】

『
沿
革
簿
』
の
体
裁
は
、
私
立
中
学
西
南
学
院
用
箋
（
目
次
は
中
学

西
南
学
院
用
箋
、「
学
院
沿
革
」
の
１
９
３
１（
昭
和
６
）年
か
ら
１
９

５
７（
昭
和
３２
）年
部
分
は
西
南
学
院
高
等
学
校
用
箋
）
４８
丁
か
ら
な
る

竪
帳
（
縦
２８
・
０
㎝
×
横
２０
・
４
㎝
）
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

本
資
料
の
作
成
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
使
用
さ
れ
た
罫
紙
な
ど
の
印

字
か
ら
あ
る
程
度
年
次
比
定
し
う
る
。
表
紙
に
は
「
西
南
学
院
中
学

部
」、
目
次
部
分
に
は
「
中
学
西
南
学
院
」、
本
体
部
分
に
は
「
私
立
中

学
西
南
学
院
」
の
印
字
が
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
参
考

と
し
て
創
立
期
の
西
南
学
院
の
名
称
変
更
の
概
略
を
述
べ
て
お
く
と
、

１
９
１
６（
大
正
５
）年
２
月
に
私
立
西
南
学
院
が
設
立
さ
れ
た
後
、
同

年
１１
月
に
私
立
中
学
西
南
学
院
、
１
９
２
０（
大
正
９
）年
７
月
に
中
学

西
南
学
院
、
翌
１
９
２
１（
大
正
１０
）年
６
月
に
西
南
学
院
中
学
部
へ
と

『
学
院
沿
革
簿
』
の
解
説

赤
司
友
徳

■ ７０ ■
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改
称
さ
れ
た２

。
よ
っ
て
最
初
に
本
体
部
分
が
１
９
１
６
年
１１
月
か
ら
１

９
２
０
年
７
月
ま
で
の
間
に
作
成
さ
れ
、
次
に
目
次
が
作
ら
れ
、
１
９

２
１
年
６
月
以
降
に
表
紙
が
付
さ
れ
た
と
言
え
る
。
後
述
す
る
が
、
本

資
料
冒
頭
部
分
「
学
院
沿
革
」
が
１
９
１
９（
大
正
８
）年
４
月
前
後
で

書
式
変
更
さ
れ
て
い
る
た
め
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
時
期
に
『
沿
革
簿
』

が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
う
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、「
学
院

沿
革
」
は
１
９
５
７（
昭
和
３２
）年
４
月
１
日
付
の
記
事
「
西
南
学
院
大

学
々
長
に
古
賀
武
夫
教
授
就
任
」
ま
で
継
続
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
を
構
成
す
る
各
部
は
一
度
作
成
さ
れ
た
後
に
順
次
書
き
加
え

ら
れ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
本
資
料
表
紙
に
は
「
№
１
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
「
№
２
」
以
下
の
『
沿
革
簿
』
に
あ
た
る
も

の
は
存
在
し
な
い
。「
№
１
」
が
ど
の
時
点
で
記
入
さ
れ
た
か
は
不
明

だ
が
、
表
題
と
同
時
に
墨
書
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
本
資
料
は
表
紙
が

作
成
さ
れ
た
時
点
で
は
「
№
１
」
に
引
き
続
き
、
書
か
れ
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、『
沿
革
簿
』
の
作
成
に
は
少
な
く
と
も
２
名
以
上
の
職
員
が

関
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
作
成
当
初
か
ら
昭
和
０
年
代
ま
で
は
「
森

田
」
訂
正
印
が
各
所
に
散
見
さ
れ
、
筆
跡
も
同
一
人
と
思
わ
れ
る
。

『
統
計
書
類
綴
（
大
七－

十
一
）』（
資
料
番
号
Ｆ－

３－

１２－

１３
）
に

は
本
資
料
と
同
時
期
に
「
森
田
健
次
郎
」
印
が
確
認
で
き
る
が
、
森
田

健
次
郎
は
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
３
月
ま
で
中
学
部
書
記
を
勤
め
て
お

り３

、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
沿
革
簿
』
作
成
の
起
点
は
森
田
健
次
郎
と

確
定
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
森
田
退
職
後
は
別
の
担
当
者
が
そ
の
都
度

書
き
加
え
た
よ
う
だ
が
、
作
成
者
を
推
定
で
き
る
情
報
が
な
い
た
め
詳

し
く
は
不
明
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
本
資
料
は
「
学
院
沿
革
」「
学
院
位
置
并
ニ
設
備
」

「
入
学
志
願
者
之
部
」「
職
員
之
部
」「
卒
業
生
之
部
」「
卒
業
生
其
他

ノ
寄
贈
品
之
部
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
各
部
の
概
略
は
以
下
に
示

し
た
。

（
一
）「
学
院
沿
革
」

１
９
０
６
（
明
治
３９
）年
９
月
の
Ｃ
・
Ｋ
・
ド
ー
ジ
ャ
ー
の
来
福
か

ら
始
ま
り
、
中
学
西
南
学
院
設
置
認
可
の
１
９
１
６（
大
正
５
）年
２
月

１５
日
ま
で
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
『
西
南
学
院
七
十
年

史
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
も
、
初
代
院
長
條
猪
之
彦
や
教
師
、

書
記
の
招
聘
な
ど
学
院
組
織
や
学
院
開
設
時
の
生
徒
構
成
な
ど
開
院
式

ま
で
の
記
事
が
続
く
。
さ
ら
に
條
の
退
職
を
受
け
て
ド
ー
ジ
ャ
ー
の
院

長
就
任
と
１
９
１
９（
大
正
８
）年
４
月
ま
で
の
学
院
拡
張
の
様
子
が
描

か
れ
る
。

理
由
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
か
ら
一
転
し
て
箇
条
書
き
形
式
と
な
り
、

学
院
史
上
の
主
要
事
項
の
概
説
と
参
考
記
事
が
１
９
５
７（
昭
和
３２
）年

４
月
ま
で
記
録
さ
れ
た
。

（
二
）「
学
院
位
置
并
ニ
設
備
」

表
題
の
と
お
り
、
学
院
住
所
・
地
番
・
敷
地
面
積
・
建
物
ご
と
の
面

積
お
よ
び
地
価
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
武
道
場
竣
工
ま
で
記
載
さ
れ
て

■ ６９ ■
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い
る
こ
と
か
ら
、
１
９
３
０（
昭
和
５
）年
５
月
頃
ま
で
に
作
成
さ
れ
た

と
推
定
で
き
る
。

建
物
は
解
体
な
ど
仕
様
変
更
さ
れ
た
場
合
、
記
載
事
項
に
抹
消
線
・

訂
正
印
・
説
明
が
な
さ
れ
る
た
め
、
記
載
情
報
は
随
時
更
新
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

（
三
）「
入
学
志
願
者
之
部
」

１
９
１
６（
大
正
５
）年
度
か
ら
１
９
５
８（
昭
和
３３
）年
度
ま
で
の
志

願
者
数
・
入
学
許
可
者
数
・
編
転
入
者
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
１
９
４
３（
昭
和
１８
）年
度
か
ら
１
９
４
７（
昭
和
２２
）年
度
ま
で

は
記
録
が
な
い
。
ま
た
新
学
制
の
実
施
に
よ
っ
て
１
９
４
８（
昭
和
２３
）

年
度
か
ら
は
旧
制
中
学
部
は
新
制
高
等
学
校
と
な
り
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
高
等
学
校
の
情
報
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
際
に

一
次
試
験
お
よ
び
二
次
試
験
合
格
者
数
も
併
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
四
）「
職
員
之
部
」

学
院
創
立
（
１
９
１
６
年
）
か
ら
１
９
３
９（
昭
和
１４
）年
８
月
ま
で

に
採
用
さ
れ
た
教
員
氏
名
、
就
任
年
月
日
、
担
当
科
目
、
転
免
退
職
年

月
日
と
そ
の
理
由
な
い
し
転
勤
先
、
本
籍
地
、
生
年
月
日
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
欄
外
に
は
雇
用
形
態
と
就
任
日
が
追
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

死
亡
者
は
後
に
氏
名
欄
に
赤
線
が
引
か
れ
、
特
に
学
院
に
功
労
の
あ
っ

た
教
員
は
欄
外
に
朱
筆
で
死
亡
年
月
日
が
記
さ
れ
た
。
な
お
１
９
３
９

年
度
以
降
は
鉛
筆
書
き
で
「
別
途
綴
へ
」
と
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

所
在
が
わ
か
ら
な
い
。
類
似
資
料
に『
旧
職
員
名
簿
・
現
職
員
名
簿（
大

十
五－

昭
二
）』（
資
料
番
号
Ｆ－

３－

１２－

１１
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
職
員
之
部
」
と
同
じ
項
目
を
別
の
書
式
に
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、

相
互
の
関
係
性
は
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

（
五
）「
卒
業
生
之
部
」

１
９
２
１（
大
正
１０
）年
３
月
か
ら
１
９
５
９（
昭
和
３４
）年
３
月
ま
で

の
卒
業
生
数
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
総
数
は
管
内
・
管
外
に
分
け
ら

れ
、
年
度
ご
と
の
累
計
も
記
す
。
な
お
１
９
４
８（
昭
和
２３
）年
度
か
ら

学
制
改
革
に
よ
り
高
等
学
校
と
な
っ
た
た
め
、
卒
業
生
累
計
は
こ
の
年

度
か
ら
再
計
算
さ
れ
た
。
な
お
資
料
中
の
「
管
内
」
は
県
内
出
身
者
、

「
管
外
」
は
県
外
出
身
者
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
六
）「
卒
業
生
其
他
ノ
寄
贈
品
之
部
」

第
一
回
卒
業
生
（
１
９
２
１
年
３
月
卒
）
か
ら
第
１８
回
卒
業
生
（
商

業
科
、
１
９
３
８（
昭
和
１３
）年
２
月
卒
）
ま
で
の
寄
贈
品
を
書
き
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
学
院
関
係
者
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
・
寄
贈

品
も
同
様
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
作
成
の
背
景
】

以
上
を
踏
ま
え
て
、
当
時
の
西
南
学
院
を
め
ぐ
る
状
況
を
『
七
十
年

史
』
や
Ｃ
・
Ｋ
・
ド
ー
ジ
ャ
ー
院
長
の
書
簡
を
手
が
か
り
に
整
理
し
つ
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つ
、『
沿
革
簿
』
作
成
の
背
景
に
つ
い
て
少
々
検
討
を
試
み
た
い
。

先
に
も
触
れ
た
が
、「
学
院
沿
革
」
が
ひ
と
ま
ず
作
成
さ
れ
た
１
９

１
９（
大
正
８
）年
４
月
前
後
で
、
本
資
料
の
意
味
合
い
は
変
化
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
「
学
院
沿
革
」

中
の
「
大
正
九
年
九
月
九
日
当
学
院
本
館
起
工
ニ
際
シ
定
礎
式
挙
行
セ

リ
」
と
い
う
記
事
だ
ろ
う
。「
学
院
本
館
」
と
は
現
在
西
南
学
院
大
学

博
物
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
本
館
の
こ
と
を
指
す
が
、
１
９
２

０（
大
正
９
）年
３
月
に
設
計
が
始
ま
り
、
同
年
９
月
９
日
に
定
礎
式
が

行
わ
れ
、
翌
年
３
月
に
竣
工
し
た４

。
そ
の
定
礎
式
の
際
に
「
聖
書
壱

部
」「
学
院
沿
革
書
」「
学
則
」「
職
員
并
ニ
理
事
生
徒
人
員
簿
」
が

「
記
念
物
ト
シ
テ
ト
タ
ン
板
製
箱
詰
ト
シ
テ
埋
蔵
」
さ
れ
て
い
る５

。
現

在
こ
の
「
学
院
沿
革
書
」
は
学
院
本
館
と
と
も
に
眠
っ
て
い
る
た
め
対

照
作
業
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
資
料
「
学
院
沿
革
」
部
分
が

定
礎
式
時
の
も
の
と
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
こ
こ
で
、
当
該
期
の
学
院
移
転
及
び
施
設
建
設
状
況
を
確
認
し

て
お
こ
う
。
１
９
１
７（
大
正
６
）年
９
月
、
学
院
は
西
新
町
に
新
た
に

土
地
を
購
入
し
、
直
ち
に
第
一
校
舎
の
建
築
を
開
始
し
、
翌
１
９
１
８

年
１
月
に
竣
工
し
た
。
同
時
に
雨
天
体
操
場
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
１

９
１
９
年
４
月
か
ら
６
学
級
編
成
へ
と
変
更
し
た
た
め
、
教
室
の
増
設

が
必
要
と
な
り
、
第
二
校
舎
の
建
築
に
着
手
し
た６

。
さ
ら
に
上
述
の
と

お
り
、
そ
の
翌
年
か
ら
本
館
建
設
が
始
ま
っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
に
相

次
い
で
学
校
施
設
は
拡
充
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
学
院
は
あ
わ
た
だ
し
く
も
そ
れ
が
必
要
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
は
主
と
し
て
（
一
）
１
９
１
９
年
の
寺
内

正
毅
内
閣
に
よ
る
教
育
改
革
の
影
響
と
（
二
）
西
南
学
院
設
立
当
初
か

ら
の
認
可
の
経
緯
に
あ
る
。

（
一
）
の
教
育
改
革
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
だ
が
、
臨
時
教
育
会
議

の
答
申
に
よ
っ
て
１
９
１
９
年
中
学
校
令
の
改
正
を
含
む
学
制
改
革
が

進
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
私
立
学
校
設
立
認

可
の
緩
和
、
収
容
生
徒
数
の
増
加
（
各
種
学
校
拡
張
の
時
代
へ
）
と

な
っ
て
い
く７

。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
南
学
院
も
拡
大
路
線
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
全
国
的
な
学
校
設
立
の
動
き
に

よ
っ
て
教
員
が
不
足
す
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
教
員
給
与
の
上
昇
が
現

れ
、
そ
れ
に
見
合
う
俸
給
を
用
意
で
き
な
い
場
合
、
教
員
の
確
保
が
困

難
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
教
員
給
与
の
増
額
は
人
件
費
を
押
し
上

げ
経
営
を
圧
迫
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
生
む
。
も
ち
ろ
ん
教
員
数
の
絶

対
的
不
足
が
あ
っ
た
。
事
実
、
学
院
設
立
後
か
ら
の
ド
ー
ジ
ャ
ー
院
長

の
書
簡
を
読
む
と
、
教
員
確
保
の
窮
状
を
本
国
伝
道
局
に
訴
え
る
内
容

が
散
見
さ
れ
る８

。

続
い
て
（
二
）
だ
が
、
西
南
学
院
は
設
立
当
初
、
学
校
設
置
基
準９

を

十
分
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
開
校
後
に
基
準
を
満
た
す

と
い
う
条
件
で
学
校
運
営
を
開
始
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
１
９
１

６
年
２
月
７
日
ド
ー
ジ
ャ
ー
院
長
が
米
国
伝
道
局
の
Ｔ
・
Ｂ
・
レ
イ
に

宛
て
た
書
簡１０
か
ら
は
、
学
院
設
置
認
可
を
め
ぐ
る
県
当
局
の
譲
歩
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
建
設
資
金
及
び
運
転
資
金
５
ヵ
年
分
の

見
積
も
り
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
現
状
で
は
十
分
な
設
備
を
と
も
な
っ
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た
開
校
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
２
年
後
の
拡
張
を
約
束
す
る
こ
と
で
、

な
ん
と
か
現
在
地（
大
名
町
の
旧
神
学
校
地
）
に
そ
の
間
の
学
校
運
営

認
可
を
受
け
た
と
。
ま
た
運
動
場
な
ど
の
広
さ
が
政
府
の
認
可
基
準
に

満
た
な
い
た
め
、
よ
り
敷
地
面
積
の
広
い
土
地
へ
の
移
転
も
迫
ら
れ
て

い
た１１
。
し
か
し
、
校
地
の
購
入
・
校
舎
建
築
な
ど
の
費
用
は
伝
道
局
の

基
金
を
予
定
し
て
い
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
や
当
局
の
資
金

繰
り
の
悪
化
な
ど
の
理
由
か
ら
送
金
が
遅
れ
、
学
院
開
設
に
支
障
を
き

た
し
て
い
た１２
。
そ
の
た
め
ド
ー
ジ
ャ
ー
院
長
は
や
む
を
得
ず
、
認
可
基

準
の
達
成
の
先
延
ば
し
に
腐
心
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
金
難

は
米
国
信
徒
大
会
を
契
機
に
一
時
的
に
好
転
し
た
お
か
げ
で
、
先
述
の

と
お
り
学
院
は
大
名
町
か
ら
西
新
町
へ
移
転
し
、
諸
施
設
の
建
築
が
な

さ
れ
て
い
っ
た
。

以
上
の
背
景
の
な
か
で
本
資
料
は
作
成
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
本
館
の

礎
と
し
て
学
院
を
支
え
る
か
た
わ
ら
、
そ
の
後
も
書
き
継
が
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

１

以
下
『
沿
革
簿
』
と
略
す
。
ま
た
特
筆
し
な
い
限
り
、
本
稿
に
登
場

す
る
資
料
は
１
０
０
周
年
事
業
推
進
室
所
蔵
で
あ
る
。

２

西
南
学
院
史
企
画
委
員
会
編
『
西
南
学
院
七
十
年
史

下
巻
』
学
校

法
人
西
南
学
院
、
１
９
８
６
年
、
１
３
５
７－

１
３
６
１
頁
。

３

『
そ
の
他
①
教
員
』（
資
料
番
号
Ｐ－

４－

１
）
所
収
「
森
田
健
次
郎

履
歴
書
」。

４

西
南
学
院
史
企
画
委
員
会
編
『
西
南
学
院
七
十
年
史

上
巻
』
学
校

法
人
西
南
学
院
、
１
９
８
６
年
、
２
９
３－

２
９
４
頁
。

５

『
沿
革
簿
』
５
丁
。

６

前
掲
『
七
十
年
史

上
巻
』
２
９
２
頁
。
さ
ら
に
１
９
２
１
年
３
月

中
学
部
舎
監
住
宅
も
建
設
。

７

『
学
制
百
年
史（
記
述
編
、
資
料
編
共
）』（
文
部
省
、
１
９
７
２
年
）

第
三
章
を
参
照
。

８

例
え
ば
、
米
国
伝
道
局
Ｔ
・
Ｂ
・
レ
イ
宛
ド
ー
ジ
ャ
ー
書
簡
（
１
９

１
６
年
２
月
７
日
付
、
同
年
４
月
１６
日
付
、
同
年
１１
月
１６
日
付
）
な
ど

を
参
照
の
こ
と
。

９

中
学
校
令
施
行
規
則
（
１
９
０
１
（
明
治
３４
）年
３
月
５
日
、
文
部

省
令
第
３
号
）
で
は
中
学
校
設
置
の
認
可
は
名
称
・
生
徒
定
員
・
開
校

年
月
・
経
費
及
び
維
持
の
方
法
を
文
部
大
臣
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
ま
た
私
立
学
校
の
場
合
、「
設
立
者
ニ
於
テ
位
置
ヲ
具
」
す

こ
と
が
要
求
さ
れ
、
特
に
「
位
置
ニ
関
ス
ル
申
請
ニ
ハ
校
地
ノ
面
積
、

地
質
、
屋
外
体
操
場
ノ
区
域
、
面
積
並
ニ
付
近
ノ
状
況
ヲ
記
載
シ
タ
ル

図
面
及
飲
用
水
ノ
定
性
分
析
表
ヲ
添
付
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち

こ
れ
が
認
可
基
準
と
な
っ
て
い
た
（
前
掲
『
学
制
百
年
史
』
１
３
７
頁
）。

１０

米
国
伝
道
局
Ｔ
・
Ｂ
・
レ
イ
宛
ド
ー
ジ
ャ
ー
書
簡
（
１
９
１
６
年
２

月
７
日
付
）。
な
お
ド
ー
ジ
ャ
ー
は
谷
口
留
五
郎
福
岡
県
知
事
と
も
面

会
し
た
際
に
、「
官
立
学
校
の
受
け
皿
」
と
し
て
西
南
学
院
開
設
に
期

待
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
県
側
に
と
っ
て
も
暫
定
的
に
基

準
緩
和
を
行
う
利
益
は
あ
っ
た
。

１１

米
国
伝
道
局
Ｔ
・
Ｂ
・
レ
イ
宛
ド
ー
ジ
ャ
ー
書
簡
（
１
９
１
７
年
１

月
３０
日
付
）。

１２

前
掲
『
七
十
年
史

上
巻
』
２
７
５－

２
７
６
頁
。
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（
表
紙
お
よ
び
目
次
）

学
院
沿
革

〔
マ
マ
、
バ
ア
ヂ
ニ
ヤ
の
誤
カ
〕

北
米
合
衆
国
ア
ヂ
ニ
ヤ
州
リ
ツ
チ
モ
ン
ド
市
ニ
在
ル
本
国
サ
ウ
ザ
ン
バ

プ
テ
ス
ト
伝
道
会
社
ノ
派
遣
セ
ル
宣
教
師
シ
ー
、
ケ
ー
、
ド
ー
ジ
ヤ
ー

ハ
明
治
三
十
九
年
九
月
初
メ
テ
我
国
福
岡
市
ニ
来
リ
福
音
ノ
伝
道
ニ
従

事
ス
ル
事
ト
ナ
リ
タ
ル
ガ
平
素
福
岡
市
ニ
中
等
学
校
ノ
尠
ナ
キ
ヲ
遺
憾

ト
シ
二
三
ノ
宣
教
師
ト
諮
リ
会
社
ニ
向
ヒ
男
子
中
等
学
校
設
立
ノ
必
要

ヲ
訴
ヘ
テ
止
マ
ス
四
十
二
年
九
月
大
名
町
ニ
於
ケ
ル
福
岡
神
学
校
ノ
東

京
ヘ
合
併
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
機
ト
シ
テ
会
社
ニ
向
ヒ
該
校
ノ
建
地
ニ
用
ヒ
バ

プ
テ
ス
ト
夜
学
校
ヲ
興
サ
ン
コ
ト
ヲ
請
ヒ
其
筋
ノ
許
可
ヲ
得
テ
四
十
四

年
二
月
学
校
ヲ
開
ケ
リ
シ
ー
、
ケ
ー
、
ド
ー
ジ
ヤ
ー
ハ
之
レ
ヲ
以
テ
満

足
セ
ス
進
ン
デ
中
学
校
設
立
ノ
計
画
ヲ
ナ
シ
会
社
ニ
訴
ル
所
有
リ
時
恰

モ
サ
ウ
ザ
ン
バ
プ
テ
ス
ト
伝
道
会
社
ハ
ジ
ヤ
ド
ソ
ン
氏
外
国
伝
道
開
始

百
』
年
之
記
念
事
業
ト
シ
テ
大
正
二
年
ヨ
リ
向
フ
三
ヶ
年
継
続
金
弐
百

五
十
万
円
ヲ
募
集
シ
世
界
基
督
教
ノ
伝
道
ト
併
テ
教
育
事
業
ヲ
盛
ナ
ラ

〔
マ
マ
〕

シ
シ
メ
ン
為
メ
其
実
行
ニ
着
手
セ
リ
此
ノ
記
念
ノ
タ
メ
本
学
院
ニ
創
ス

ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
テ
シ
ー
、
ケ
ー
、
ド
ー
ジ
ヤ
ー
ハ
設
立
者
ト
ナ
リ
大
名

町
一
〇
五
元
神
学
校
ヲ
仮
校
舎
ト
シ
大
正
五
年
二
月
十
五
日
監
督
官
庁

ノ
許
可
ヲ
得
テ
学
院
ヲ
創
設
セ
リ

〔
マ
マ
〕

而
シ
テ
元
熊
本
県
玉
名
郡
中
学
校
教
諭
理
学
士
條
亥
之
彦
ヲ
学
院
長
ト

シ
設
立
者
シ
ー
、
ケ
ー
、
ド
ー
ジ
ヤ
ー
ヲ
主
事
ト
シ
テ
中
等
学
校
ニ
経

験
ア
ル
教
師
八
名
書
記
一
名
ヲ
招
聘
セ
リ
同
五
年
四
月
三
四
両
日
入
学

試
験
ヲ
ナ
シ
百
五
名
ニ
入
学
ヲ
許
可
シ
同
十
日
入
学
式
ヲ
挙
ゲ
一
学
年
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三
学
級
ノ
編
制
ヲ
有
ス
同
十
一
日
開
院
式
ヲ
挙
行
ス
五
年
七
月
』
條
亥

之
彦
病
気
ニ
罹
リ
退
職
シ
ー
、
ケ
ー
、
ド
ー
ジ
ヤ
ー
学
院
長
代
理
ヲ
ナ

ス
十
一
月
私
立
中
学
西
南
学
院
ト
改
称
シ
大
正
六
年
二
月
シ
ー
、
ケ
ー
、

ド
ー
ジ
ヤ
ー
学
院
長
ト
ナ
リ
大
正
六
年
四
月
学
級
ヲ
四
学
級
ニ
増
加
ス

大
正
六
年
九
月
福
岡
市
外
西
新
町
ニ
校
地
六
千
余
坪
ヲ
購
入
シ
校
舎
ノ

建
築
ニ
着
手
シ
六
年
第
一
校
舎
及
ヒ
雨
天
体
操
場
寄
宿
舎
ノ
三
棟
竣
成

大
正
七
年
一
月
西
新
町
ノ
新
築
校
舎
ニ
移
転
仝
四
月
学
級
ヲ
五
学
級
ニ

〔
マ
マ
〕

編
制
ス
同
大
正
八
年
四
月
学
級
ヲ
六
学
級
ニ
増
加
仝
九
年
四
月
七

学
級
ニ
増
加
ス

一
、
大
正
八
年
四
月
十
四
日
付
文
部
省
告
示
第
百
十
号
ヲ
以
テ
本
学
院

ニ
対
シ
徴
兵
令
第
十
三
条
并
ニ
文
官
任
用
令
第
六
条
ニ
依
リ
認
定
セ
ラ

ル一
、
大
正
九
年
三
月
廿
九
日
付
文
部
省
告
示
第
百
七
十
二
号
ヲ
以
テ
明

治
三
十
』
六
年
文
部
省
令
第
十
四
号
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
定
第
八

条
第
一
号
ニ
依
リ
左
記
ノ
者
ヲ
専
門
学
校
入
学
ニ
関
シ
中
学
校
卒
業
者

ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
所
ト
指
定
ス

一
、
福
岡
県

私
立
中
学
西
南
学
院
卒
業
者

一
、
大
正
九
年
五
月
七
日
文
部
省
告
示
第
三
百
五
号
ヲ
以
テ
大
正
八
年

文
部
省
告
示
第
百
一
号
中
熊
本
県
私
立
九
州
学
院
第
四
学
年
修
了
者
ノ

次
ニ
福
岡
県
私
立
中
学
西
南
学
院
第
四
学
年
修
了
者
ノ
一
項
ヲ
加
フ

一
、
大
正
九
年
六
月
廿
二
日
大
蔵
省
告
示
第
百
十
号
ヲ
以
テ
本
学
院
校

地
々
租
免
税
之
旨
指
定
セ
ラ
レ
タ
リ

一
、
大
正
九
年
五
月
廿
四
日
早
良
郡
西
新
町
大
字
西
新
字
大
西
七
九
八

番
地
ノ
六
山
林
弐
町
歩
（
藤
金
作
所
有
ノ
分
）
ヲ
買
入
シ
所
有
権
ノ
取

得
ヲ
登
記
セ
リ
』

但
本
地
所
ハ
高
等
部
設
置
之
為
メ
買
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

一
、
大
正
九
年
七
月
十
五
日
文
部
省
告
示
第
三
七
八
号
付
ヲ
以
テ
私
立

中
学
西
南
学
院
ヲ
中
学
西
南
学
院
ト
改
称
之
旨
告
示
セ
ラ
ル

一
、
大
正
九
年
九
月
九
日
当
学
院
本
館
起
工
ニ
際
シ
定
礎
式
挙
行
セ
リ

一
、
聖
書
壱
部

一
、
学
院
沿
革
書
一

一
、
学
則
一

一
、
職
員
并
ニ
理
事
生
徒
人
員
簿
一

右
記
念
物
ト
シ
テ
ト
タ
ン
板
製
箱
詰
ト
シ
テ
埋
蔵
ス

現
時
理
事
九
名

職
員
十
九
名

生
徒
弐
百
五
十
名

一
、
大
正
十
年
六
月
二
十
三
日
文
部
省
告
示
第
四
百
号
ヲ
以
テ
中
学
西

南
学
院
ヲ
西
南
学
院
中
学
部
ト
改
称
ノ
件
』
認
可
セ
ラ
ル

一
、
大
正
十
年
六
月
二
十
九
日
付
文
部
省
丘
普
八
一
号
ヲ
以
テ
大
正
九

年
十
月
三
日
付
発
第
四
一
八
号
申
請
西
南
学
院
中
学
部
学
則
変
更
ノ
件

認
可
セ
ラ
ル

〔
マ
マ
〕

一
、
大
正
十
年
八
月
中
学
院
長
シ
ー
、
ケ
ー
、
ド
ー
ジ
ヤ
氏
休
養
帰
国

ニ
付
同
不
在
中
ジ
ー
、
ダ
ブ
リ
ユ
ー
、
ボ
ー
ル
デ
ン
氏
代
理
校
務
掌
理

可
致
旨
同
年
九
月
十
三
日
付
発
第
二
一
二
号
ヲ
以
テ
福
岡
県
知
事
宛
届

書
提
出
セ
リ

一
、
大
正
十
一
年
六
月
十
六
日
文
部
省
丘
普
五
八
号
ヲ
以
テ
大
正
十
一

年
五
月
一
日
発
第
六
〇
号
申
請
西
南
学
院
中
学
部
学
則
中
変
更
之
件
認

可
ス
（
授
業
料
参
円
ヲ
四
円
ニ
変
更
シ
九
月
分
ヨ
リ
徴
収
ノ
事
）
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一
、
大
正
十
二
年
四
月
十
一
日
文
部
省
丘
普
三
九
号
付
ヲ
以
テ
西
南
学

院
』
中
学
部
生
徒
定
員
変
更
之
件
認
可
セ
ラ
ル

（
従
来
四
百
名
ノ
処
四
百
八
十
名
ニ
変
更
之
件
）

一
、
大
正
十
二
年
八
月
十
一
日
文
部
省
丘
普
三
〇
号
付
ヲ
以
テ
西
南
学

院
中
学
部
学
則
中
変
更
之
件
認
可
セ
ラ
ル

（
体
操
物
之
内
四
、
五
、
年
ノ
武
道
ヲ
削
除
シ
今
後
随
意
物
ト
シ

テ
課
ス
ル
之
件
）

一
、
大
正
十
二
年
十
一
月
九
日
丘
専
二
六
号
付
ヲ
以
テ
西
南
学
院
中
学

部
学
則
中
変
更
ノ
件
認
可
ス

（
本
件
ハ
生
徒
授
業
料
四
円
ヲ
五
円
ト
ナ
ス
ノ
件
）

一
、
昭
和
二
年
七
月
十
八
日
丘
専
二
八
号
付
ヲ
以
テ
西
南
学
院
中
学
部

学
則
中
変
更
之
件
認
可
ス
（
授
業
一
ヶ
月
五
円
ト
ア
ル
ヲ
五
円
五
十
銭

ト
改
ム
）

（
本
件
ハ
昭
和
三
年
四
月
一
日
以
後
新
入
生
徒
ニ
適
用
ス
ル
モ
ノ

ト
シ
其
以
前
ニ
入
学
セ
シ
生
徒
ニ
対
シ
テ
ハ
旧
規
則
之
侭
ト
ス
）

〔
欄
外
、
６
丁
目
右
上
部
、
本
文
の
七
行
目
以
降
〕「
○
大
正
十
三
年

四
月

Ｃ
・
Ｋ
・
ド
ー
ジ
ヤ
ー
中
学
部
長
就
任

○
大
正
十
四
年
七
月
陸
軍
現
役
将
校
配
属
令
ニ
依
リ
初
代
配
属
将
校
ト

シ
テ
陸
軍
歩
兵
大
尉
松
井
秀
治
来
任
ス
」

一
、
昭
和
四
年
二
月
廿
五
日
丘
専
八
号
付
ヲ
以
テ
学
則
変
更
之
件
認
』

可
セ
ラ
ル

但
シ
考
査
ニ
関
ス
ル
件
ニ
テ
変
更

〔
欄
外
、
７
丁
目
左
上
部
、
本
文
一
行
目
以
降
〕「
○
大
正
十
五
年
三

月Ｃ
・
Ｋ
・
ド
ー
ジ
ヤ
ー
中
学
部
長
辞
任
」

一
、
昭
和
四
年
七
月
十
九
日
本
学
院
長
シ
ー
、
ケ
ー
、
ド
ー
ジ
ヤ
ー
氏

退
任
ニ
付
ジ
ー
、
ダ
ブ
ル
ユ
ー
、
ボ
ー
ル
デ
ン
院
長
事
務
取
扱
者
ト
シ

テ
其
筋
ヘ
申
請
之
旨
同
年
八
月
廿
四
日
付
認
可
セ
ラ
ル

一
、
昭
和
五
年
十
二
月
九
日
付
ヲ
以
テ
本
学
院
理
事
会
ノ
決
議
ニ
依
リ

ジ
ー
、
ダ
ブ
ル
ユ
ー
、
ボ
ー
ル
デ
ン
氏
ヲ
院
長
ニ
採
用
ス
ル
コ
ト
ニ
相

成
リ
タ
ル
ニ
付
其
旨
相
当
申
請
之
旨
同
十
二
月
廿
日
丘
専
六
二
号
ヲ
以

テ
認
可
ア
リ
タ
リ

一
、
昭
和
五
年
十
二
月
十
八
日
元
本
邦
電
灯
株
式
会
社
所
有
土
地
八
百

九
十
九
坪
七
合
七
勺
ヲ
買
入
レ
屋
外
運
動
場
拡
張
ヲ
ナ
シ
相
当
所
有
権

取
得
登
記
ヲ
ナ
シ
タ
リ

一
、
昭
和
七
年
八
月
五
日
本
学
院
長
ジ
ー
、
ダ
ブ
ル
ユ
ー
、
ボ
ー
ル
デ

ン
氏
退
任
ニ
付
原
松
太
氏
院
長
事
務
取
扱
者
ト
シ
テ
其
筋
ヘ
申
請
認
可

セ
ラ
ル

一
、
昭
和
八
年
四
月
ヨ
リ
商
業
科
新
設
セ
リ

一
、
同
八
年
四
月
十
四
日
丘
専
一
三
号
付
ヲ
以
テ
昭
和
八
年
三
月
廿
日

申
請
水
町
義
夫
ヲ
院
長
ト
定
ム
ル
ノ
件
認
可
セ
ラ
ル

一
、
昭
和
九
年
十
月
十
五
日
丘
普
八
〇
号
付
ヲ
以
テ
学
則
変
更
ノ
件
認

可
セ
ラ
ル但

シ
学
科
課
程
及
毎
週
教
授
時
間
変
更
ノ
件

〔
欄
外
、
７
丁
目
左
上
部
、
前
条
と
後
条
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
条
〕

■ ６３ ■
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「
一
、
昭
和
十
年
十
一
月
四
日

中
学
部

校
旗
制
定
推
戴
式
挙
行

文
部
大
臣
平
生
釟
三
郎
」

一
、
昭
和
十
一
年
三
月
二
十
四
日
丘
普
五
号
ヲ
以
テ
昭
和
十
年
十
二
月

二
十
七
日
申
請
生
徒
定
員
並
ニ
学
則
変
更
ノ
件
認
可
ス
（
定
員
六
〇
〇
名

学
級
一
五
学
級

）

入
学
金
二
円
制
定

考
査
料
参
円

一
、
昭
和
十
一
年
四
月
第
三
校
舎
増
築
百
参
十
六
坪
二
合
五
勺

一
、
昭
和
十
二
年
二
月
十
日

教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
謄
本
拝
戴
』

一
、
昭
和
十
二
年
四
月
二
十
二
日

天
皇
陛
下

皇
后
陛
下
御
真
影
拝

戴一
、
昭
和
十
三
年
二
月
一
日
申
請
ノ
生
徒
定
員
増
加
件
「
丘
普
第
七
号

ヲ
以
テ
昭
和
十
三
年
二
月
二
十
二
日
付
認
可
セ
ラ
ル

〔
欄
外
、
８
丁
目
右
上
部
、
前
条
の
上
部
〕「
一
、
昭
和
十
二
年
十
月

西
南
会
館
竣
成

一
、
仝
年
十
二
月
救
護
室
設
置
」

一
、
昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
、
文
部
省
丘
普
二
一
号
ヲ
以
テ
中
学

部
学
則
変
更
ノ
件
（
定
員
七
五
〇
名
ヲ
一
、
〇
〇
〇
名
ニ
増
加
ノ
件
）

認
可
セ
ラ
ル
。（
仝
年
一
月
二
十
日
付
願
）

一
、
昭
和
十
七
年
三
月
二
十
五
日
、
文
部
省
丘
普
三
三
号
ヲ
以
テ
中
学

部
授
業
料
額
ノ
件

（
一
ヶ
月
五
円
五
十
銭
ヲ
六
円
ニ
）
認
可
セ
ラ
ル
（
昭
和
十
七
年
一
月

三
十
日
申
請
）「
一
年
ヨ
リ
五
年
迄
一
斉
増
額
ノ
件
」

〔
以
下
三
条
、
貼
紙
〕

「
一
、
昭
和
十
五
年
三
月
西
南
学
院
中
学
部
長
佐
々
木
賢
治
辞
任

四

月
中
学
部
長
水
町
義
夫
兼
任

一
、
昭
和
十
七
年
四
月
一
日

伊
藤
俊
男
中
学
部
長
就
任

一
、
昭
和
十
七
年
三
月
水
町
義
夫
中
学
部
長
辞
任
」

〔
欄
外
、
８
丁
目
左
上
部
、
以
下
五
条
に
わ
た
っ
て
「
補
充
事
項
」
と

あ
る
〕

一
、
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
二
日

陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
十
五

周
年
ニ
際
シ
、
東
京
宮
城
前
ニ
テ
中
学
部
長
佐
々
木
賢
治
外
教
師
生
徒

代
表

天
皇
陛
下
ノ
御
親
覧
ヲ
受
ク

一
、
昭
和
十
四
年
八
月
二
十
二
日

「
青
少
年
学
徒
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅

語
」
謄
本
拝
戴
式
挙
行

一
、
昭
和
十
四
年
十
月
二
十
日

西
南
学
院
出
身
戦
没
者
追
悼
記
念
式

（
第
一
回
）
挙
行

一
、
昭
和
十
五
年
七
月
一
日

西
南
学
院
健
康
相
談
医
ヲ
置
ク

一
、
〃

十
六
年
六
月
一
日

学
校
看
護
婦
ヲ
置
ク

一
、
昭
和
十
八
年
七
月
八
日

文
部
省
丘
国
一
一
二
号
ヲ
以
テ
中
学
部

学
則
変
更
ノ
件
（
修
業
年
限
四
ヶ
年
ノ
中
学
部
卒
業
生
ニ
対
ス
ル
専
検
、

徴
兵
令
、
判
任
文
官
任
用
資
格
ノ
特
典
付
与
）
認
可
サ
ル
』

一
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日

西
南
学
院
長
水
町
義
夫

紀
元
二
千

六
百
年
式
典
ニ
御
召
ヲ
受
ク

一
、
昭
和
十
七
年
六
月
二
十
二
日

西
南
学
院
長
水
町
義
夫

天
皇
陛

下
ニ
拝
謁
仰
付
ラ
ル

■ ６２ ■
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○
一
、
昭
和
十
七
年
三
月

西
南
学
院
図
書
館
竣
成

○
一
、
昭
和
十
一
年
四
月

中
学
部
第
三
校
舎
竣
成

○
一
、
昭
和
十
九
年
七
月

御
真
影
奉
安
殿
竣
工

○
一
、
昭
和
十
七
年
十
月

西
南
学
院
干
隈
農
場
設
置

○
一
、
昭
和
十
九
年
五
月
廿
九
日

校
庭
五
、
九
七
一
坪
五
九
新
ニ
拡
張
サ
ル

〔
朱
筆
〕「
裏
面
へ
続
く
」

〔
朱
で
抹
消
〕「（
以
後
ハ
別
冊
ニ
依
ル
）」』

一
、
昭
和
十
四
年
四
月
一
日

西
南
学
院
商
業
学
校
創
立

一
、
仝

十
九
年
四
月
一
日

西
南
学
院
工
業
学
校
機
械
科

採
砿
科
へ
変
更

一
、
仝

二
十
年
三
月
三
十
一
日

西
南
学
院
中
学
部
商
科
廃
止

一
、
仝

二
十
一
年
二
月
一
日

西
南
学
院
商
業
学
校
と
名
義
変
更

一
、
仝

二
十
三
年
四
月
一
日

学
制
改
革
に
よ
り
西
南
学
院
高
等
学

校
普
通
科

三
年

商
業
科
（
夜
間
）
四
年
設
置
認
可
せ
ら
る

一
、
仝

二
十
六
年
二
月
二
十
四
日

私
学
法
設
定
に
よ
り
従
来
の
財

団
法
人
私
立
西
南
学
院
を
学
校
法
人
私
立
西
南
学
院
と
改
称
認
可

一
、
昭
和
二
十
六
年
五
月

西
校
舎
改
築
三
階
建
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

新
校
舎
落
成
す

一
、
昭
和
二
十
七
年
十
月

東
校
舎
取
毀
、
干
隈
の
修
養
会
館
ニ
使
用

一
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
付

伊
藤
俊
男
校
長
辞
任
西
南
学

院
大
学
教
授
へ
転
任

一
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
一
日
付

九
大
名
誉
教
授
医
学
博
士
大
平
得

三
高
等
学
校
長
就
任

一
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月

日

西
南
学
院
長
、
Ｅ
Ｌ
コ
ー
プ
ラ
ン

ド
先
生
就
任

一
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月

日

仝

副
院
長
河
野
貞
幹
先
生
就
任

一
、
〃

年

仝

大
学
々
長
坂
本
重
武
先
生
就

任一
、
〃

三
十
年
十
月
十
日
付

前
院
長
辞
任
に
つ
き
副
院
長
河
野

貞
幹
先
生
就
任

一
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日

西
南
学
院
大
学
々
長
に
古
賀
武
夫
教

授
就
任
』

学
院
位
置
并
ニ
設
備

一
、
位
置

福
岡
県
早
良
郡
西
新
町
大
字
西
新
字
汐
入

一
、
校
地
面
積
并
ニ
地
番
号

六
千
九
百
六
十
八
坪
七
合
七
勺

総
坪
数
六
千
六
十
九
坪
〔「
森
田
」
訂
正
朱
印
〕

内
訳

一
八
九
ノ
三

宅
地

四
八
八
坪

地
価

一
七
、
九
八
〇

一
八
九
ノ
四

〃

一
、
〇
五
三
坪

〃

三
八
、
三
三
〇

一
九
一
ノ
二

〃

一
二
六
坪

〃

四
、
六
一
〇

一
九
二

〃

三
八
五
坪

〃

一
四
、
〇
七
〇

一
九
三

〃

四
八
坪

〃

〇
、
七
四
〇

■ ６１ ■
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一
九
四

〃

三
、
九
六
九
坪

〃

一
三
、
二
三
〇

〆
一
、
屋
外
体
操
場
面
積

壱
千
五
百
坪
（
約
壱
千
坪

昭
和
五
年
十
二
月
東
邦
電
灯

会
社
之
分
買
入
レ
タ
ル
モ
ノ

）

一
、
第
一
校
舎
建
坪
数

（
二
五
、
〇
〇
〇
円
）

弐
百
十
三
坪
二
合
五
勺

一
、
雨
天
体
操
場
坪
数

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

六
十
三
坪

一
、
寄
宿
舎
坪
数
〔「
森
田
」
訂
正
朱
印
〕（
大
正
十
二
年
三
月
神
学
部

ニ
充
ツ
ル
タ
メ
解
家
）

八
拾
四
坪
四
合
六
勺
〔「
森
田
」
訂
正
朱
印
〕

一
、
第
二
校
舎
建
坪
数

（
二
五
、
〇
〇
〇
円
）

弐
百
十
三
坪
二
合
五
勺

一
、
講
堂
建
坪
数

（
七
八
、
九
〇
〇
円
）

壱
百
九
坪

一
、
舎
学
室
建
坪
〔「
森
田
」
訂
正
朱
印
〕（
誤
記
ニ
付
取
消
ス
）

一
、
付
属
厠
建
坪

五
拾
弐
坪
五
合

一
、
小
便
室
建
坪

六
坪
七
合
五
勺

一
、
物
理
化
学
教
室
建
坪

壱
百
五
坪

付
属
建
物

一
、
第
一
号
館

（
平
屋
）

三
拾
弐
坪
七
合
五
勺

一
、
第
二
号
館

（
二
十
二
坪
二
合
五
勺

階
下

十
一
坪
二
合
五
勺

階
上

）

三
十
三
坪
五
合

一
、
第
三
号
館

（
二
十
七
坪
五
合

階
下

五
坪

階
上

）

三
十
二
坪
五
合

一
、
第
四
号
館

（
四
十
五
坪
二
合
二
勺

階
下

三
十
七
坪
一
合
二
勺

階
上

）

八
拾
弐
坪
三
合
六
尺

一
、
第
五
号
館

（
三
十
四
坪
六
合
二
勺
、
階
下

三
十
二
坪
一
合
二

勺
、
階
上

十
三
坪
二
合
五
勺
、
小
便
室
及
洗
場

）

七
拾
九
坪
九
合
九
勺

一
、
新
寄
宿
舎
建
坪
数

（
大
正
十
一
年
九
月
新
築
）（
二
〇
室
）

壱
百
九
十
四
坪
三
合
弐
勺

内
訳

六
十
三
坪

階
下
坪
数

六
十
三
坪

二
階
坪
数

六
十
三
坪

三
階
坪
数

五
坪
三
合
二
勺

便
所
坪
数

一
、
倉
庫

壱
棟

六
坪
三
合
五
勺

一
、
新
武
道
場

壱
棟
（
平
屋
）

四

壱
百
弐
拾
九
坪
〔「
森
田
」
訂
正
朱
印
〕

■ ６０ ■
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但
シ
元
市
内
大
名
町
ニ
建
設
シ
タ
リ
タ
ル
県
有
武
徳
館
ヲ
買
受

ケ
其
侭
引
直
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
昭
和
五
年
五
月
廿
六
日
武
道

場
開
場
式
挙
行
セ
リ

〔
学
院
位
置
並
ニ
設
備
開
始
丁
に
貼
紙
〕

昭
和
五
年
十
二
月
十
八
日
東
邦
電
灯
株
式
会
社
ヨ
リ
買
入
土
地
之
分

地
番

地
目

坪
数

地
価

一
八
五
ノ
二

宅
地

一
四
七
、
九
〇

三
二
、
五
三
〇

〃

三

〃

一
一
三
、
二
五

一
一
四
、
九
一
〇

〃

四

〃

九
〇
、
八
七

一
九
、
九
七
〇

〃

五

〃

一
一
六
、
二
八

二
五
、
五
八
〇

〃

六

〃

一
一
八
、
五
七

二
六
、
〇
八
〇

〃

七

〃

一
二
〇
、
一
〇

二
六
、
四
二
〇

〃

八

〃

一
六
四
、
八
〇

三
六
、
二
五
〇

一
八
三
ノ
一
四

〃

二
四
、
〇
〇

五
、
二
八
〇

一
八
八
ノ
五

〃

四
、
〇
〇

〇
、
八
八
〇

八
九
九
、
七
七

二
八
七
、
九
〇
〇

以
上
（
運
動
場
拡
張
之
分
）

寄
付
品
之
部

一
、
大
時
計

壱
個

第
壱
回
卒
業
生
之
寄
贈
（
大
正
十
年
三
月
）

一
、
樅
木

五
株

第
弐
回
卒
業
生
之
寄
贈
（
大
正
十
一
年
三
月
）

一
、
幕

壱
張

第
三
回
卒
業
生
之
寄
贈
（
大
正
十
二
年
三
月
）

一
、
玉
振
大
時
計

壱
個

福
岡
市
浜
町
末
長
寿
殿
寄
贈
（
大
正
十
二
年
七
月
廿
七
日
）

一
、
幕

壱
張

第
四
回
卒
業
生
之
寄
贈
（
大
正
十
三
年
三
月
）

一
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
ー
ダ

壱
株

第
五
回
卒
業
生
ノ
寄
贈
（
大
正
十
四
年
三
月
）

一
、
幕

弐
張

一
、
金
木
犀

壱
株

第
六
回
卒
業
生
ノ
寄
贈
（
大
正
五
年
三
月
）

一
、
幕

弐
張

第
七
回
卒
業
生
ノ
寄
贈
（
昭
和
二
年
三
月
）

一
、
五
葉
松

壱
株

一
、
ツ
ガ

壱
株

同
第
七
回
生
ノ
寄
贈

（
昭
和
二
年
三
月
）

一
、
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ

壱
株

一
、
幕

壱
張

第
八
回
生
ノ
寄
贈

（
昭
和
三
年
三
月
）

一
、
天
幕

壱
張

第
九
回
生
ノ
寄
贈

（
昭
和
四
年
三
月
）

■ ５９ ■

（
一
二
）



一
、
テ
ン
ト
ー

壱
張

第
拾
回
生
ノ
寄
贈

（
昭
和
五
年
三
月
）

一
、
金
参
拾
円
也

（
昭
和
五
年
七
月
）

亡
父
永
眠
記
念
之
タ
メ
五
年
Ｂ
東
山
真
慧
氏
ヨ
リ
寄
贈
ヲ
受
ク

一
、
金
拾
円
也

（
昭
和
五
年
十
一
月
）

（
二
年
Ｂ
）

故
古
城
忠
亮
永
眠
記
念
ノ
タ
メ
古
城
九
州
男
氏
ヨ
リ
寄
贈
ヲ
受

ク

一
、
雑
巾

壱
百
枚

（
昭
和
五
年
九
月
）

第
四
学
年
Ｂ
永
野
幸
久
実
兄
ノ
御
嫁
ノ
御
実
家
ナ
ル
市
内
地

行
西
町
八
番
丁
四
八
樋
口
善
次
郎
様
方
御
祖
母
ミ
サ
ヲ
様
御

自
身
ニ
御
拵
之
上
ヘ
御
寄
贈
ヲ
受
ク

第
十
一
回
生
寄
贈

（
昭
和
六
年
三
月
）

一
、
幕

壱
張

一
、
テ
ン
ト

壱
張

一
、
ナ
ー
ギ

壱
株

以
上

一
、
幕

三
張

第
十
二
回
生
寄
贈

（
昭
和
七
年
三
月
）

一
、
金
拾
五
円
也

（
奈
良
屋
尋
常
小
学
校
寄
贈
）

昭
和
七
年
七
月
中
夏
季
聚
落
之
タ
メ
市
内
奈
良
屋
尋
常
小
学
校

生
徒
約
二
百
名
ヘ
本
学
院
武
道
場
ヲ
脱
衣
場
ト
シ
テ
貸
与
セ
ル

ニ
依
リ
謝
礼
ト
シ
テ
贈
与
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ

昭
和
七
年
八
月
一
日

一
、
テ
ン
ト

壱
張

第
十
三
回
生
寄
贈

（
昭
和
八
年
三
月
）

一
、
テ
ン
ト

壱
張

第
十
四
回
卒
業
生
寄
贈

（
昭
和
九
年
三
月
）

一
、
テ
ン
ト

弐
張

第
十
五
回
卒
業
生
寄
贈

（
昭
和
十
年
三
月
）

一
、
テ
ン
ト

壱
張

第
十
六
回
卒
業
生
寄
贈

（
昭
和
十
一
年
三
月
）

一
、
テ
ン
ト

弐
張

第
十
七
回
卒
業
生
寄
贈

（
昭
和
十
二
年
三
月
）

一
、
幕

弐
張

（
十
八
回
卒
業
生
商
業
科
（
昭
和
十
三
年
二
月
）

【
凡
例
】

�
原
則
と
し
て
常
用
字
体
を
用
い
、
旧
漢
字
は
新
字
に
改
め
た
。

�
読
点
は
原
文
の
と
お
り
。

�
』
は
丁
変
わ
り
を
表
す
。

�「
事
」
の
合
字
は
片
仮
名
で
「
コ
ト
」
と
表
記
し
た
。

�
文
中
の
誤
字
、
追
記
は
翻
刻
者
が
適
宜
修
正
し
た
。

�
資
料
中
の
〔

〕
は
翻
刻
者
に
よ
る
注
で
あ
る
。

�
頭
注
が
あ
る
場
合
は
、〔

〕
で
説
明
を
し
た
の
ち
、「

」
に
内
容
を

翻
刻
し
た
。

�
本
資
料
中
の
「
入
学
志
願
者
之
部
」「
職
員
之
部
」「
卒
業
生
之
部
」
は

個
人
情
報
の
観
点
な
ど
か
ら
翻
刻
を
控
え
た
。

■ ５８ ■

（
一
三
）




